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R5 年 9 月 22 日 金 曜日 14 時 ～ 15 時

男性 4 名 平均年齢 83.5 歳 男性 0 名 平均年齢 歳 男性 4 名

女性 5 名 平均年齢 84.2 歳 女性 9 名 平均年齢 89.4 歳 女性 14 名

年齢 86.6 歳

0 名 5 名 7 名 4 名 2 名 0 名

■　近況報告

　　①　８月1日清水合同庁舎にて、業界セミナー相談会「福祉」に参加しています。

　　➁　8月１４日、台風7号発生の中室内にて、夏祭りを開催。入居者様がデザインされた、オリジナルうちわを持参

　　　　してゲームで楽しんで頂きました。

　　③　8月27日、身体拘束ホーム内研修を行い、介護現場からグレーゾーンの不適切の排除に向けて、職員全体

　　　　で話し合いました。

　　➃　9月19日敬老の日として、港かっぽれ、かっぽれエイサーを職員が入居者様の前で踊り、披露しました。

■　事故報告

　　①　入居者様の薬が脱衣所に落ちていました。

　　②　ミキサー食の入居者様が、他の入居者様のお饅頭をそのまま食べてしまった。　

↓

★服薬時、1回で飲み切ることのできない薬の量の場合、必ず何回かに分けて服薬して頂く。

　　（臨時で薬が増えた時は注意）

★服薬時の白湯の量、全部飲んで頂かなくてもよいので、今までより多めに用意する。

　　　　　　　　★近くの席の方がおやつを残されている時は、食べる様子がみられなかったら、声をかけて片づける。

■　ヒヤリ報告

　　①　スタッフ付き添っていましたが、手を洗おうとされていた時に、ハンドソープを口に入れようとした。

　　➁　入居者様が口いっぱいに食べ物を入れてしまい誤嚥の恐れがあった。

↓

★ご本人が手洗いを終えるまで、目を離さないようにする。

★食事は小分けにして提供します。

※まとめ

　　最近は誤嚥の恐れがあるヒヤリハット、事故が見受けられるようになりました。誤嚥のリスクがある入居者様は、

　　特に食事の時や介助の時に気を配るようにしていきます。早食い気味の入居者様には、ゆっくり食べて頂くよう

　　に声掛けしながら見守ります。パン・バナナ・スクランブルエッグ・練り製品・ワカメなどは特に詰まらせやすいの

　　で細かく刻むなど工夫して提供していきます。

■　身体拘束研修

・「不適切ケア」とは？

　　　　・不適切の内容…（放置・無視）（無理強い・指図）（横暴な態度）（拘束）

　　　　・普段の自分を振り返ってみる

　　　　・発生してしまう要因

　　　　・不適切ケアを予防するには、どのような取り組みを行うべきか

・虐待の芽チェックリスト後、結果について話し合う

■　参加者からの意見交換

　　　　・誤嚥の事故が増えていることから、心肺蘇生の講習を11月の防災訓練でお願いしていることを伝えました。

　　　　　民生委員の方も受講されていて、119番通報後、現場に救急車が到着するまで10分弱です。それまでに心臓

　　　　　マッサージをすることで、助かる命もある。と話されていました。

その他 　　　　・今のグループホームは、重度の方が増えて介助も大変になっていますね。でも、少人数で家庭的なケアだと、

　　　　　認知症の進行を少しでも穏やかになると思います。頑張って下さい。

　　　　・事故・ヒヤリハットの報告から、薬は多ければいいものではないと思いますが、多く服用されている方・飲み込み

　　　　　があまりよくない方など、大変だと感じました。
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令和　5　年　第85回　ＧＨ草薙織音　　運営推進会議　議事録

ホームより
連絡事項

ご利用者
の状況

会議日時 

グループホーム草薙織音1階

出席者

場所

1ユニット 2ユニット

職員2名

有度包括（神奈川様）、自治会副会長（岩本様）、民生委員（内田様）　　　　


